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交
通
渋
滞
に
追
い
打
ち

　
こ
と
し
7
月
か
ぎ
り
で
、
車
両
制
限
令
に
触
れ
、

バ
ス
が
通
行
で
き
な
く
な
る
道
路
が
都
内
で
十
ヵ

所
、
そ
の
う
ち
世
田
谷
区
内
は
、
七
ヵ
所
も
残
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
制
限
令
は
、
昭
和
3
6
年
7
月
、
　
「
道
路
の

保
全
と
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
」
車
両
の

通
行
に
い
ろ
い
ろ
な
制
限
を
定
め
た
も
の
で
す
。

当
時
こ
れ
に
触
れ
る
バ
ス
路
線
が
、
都
内
に
二
一

七
ヵ
所
あ
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
道
路

の
拡
幅
や
テ
匝
路
線
の
整
備
に
よ
り
順
次
解
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
世
田
谷
区
内
七
ヵ
所
の
未
解
決
の

バ
ス
路
線
は
、
一
系
統
九
千
五
百
人
、
少
な
い
路

線
で
も
四
千
五
百
人
の
利
用
者
が
あ
り
、
わ
け
て

も
小
田
急
線
祖
師
谷
大
蔵
駅
か
ら
京
王
線
鳥
山
駅

と
、
三
軒
茶
屋
か
ら
下
北
沢
を
通
っ
て
新
宿
を
結

ぶ
、
最
も
必
要
な
バ
ス
路
線
は
、
住
民
の
足
と
し

て
、
ま
す
ま
す
利
用
者
の
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
存
廃
が
大
き
な
問
題

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
国
や
都
の
重
点
施
策
と
し
て
、
道

路
整
備
計
画
が
脚
光
を
浴
び
て
き
ま
し
た
が
、
高
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速
道
路
・
主
要
幹
線
道
路
を
中
心
と
す
る
、
大
規
模

な
道
路
事
業
に
重
点
が
置
か
れ
、
市
街
道
路
網
の

拡
幅
事
業
な
ど
は
、
局
所
的
な
整
備
が
行
な
わ
れ

た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
住
宅
地
と
し
て
急
激
に
発
展

し
た
世
田
谷
区
は
、
拡
幅
事
業
の
整
備
の
た
ち
お

く
れ
で
、
狭
い
道
路
の
解
消
は
お
ろ
か
、
交
通
施

策
の
不
手
際
と
も
重
な
っ
て
、
相
変
わ
ら
ず
の
交

通
難
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
、

バ
ス
通
り
や
商
店
街
路
は
、
交
通
の
渋
滞
と
不
安

に
悩
み
、
さ
ら
に
バ
ス
路
線
の
廃
線
の
追
い
打
ち

　
　
　
　
　
ひ
っ
ぱ
く

に
よ
っ
て
、
逼
迫
し
た
交
通
機
関
は
混
乱
し
、
通

勤
・
通
学
者
な
ど
の
足
が
奪
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　
最
近
の
区
議
会
に
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
憂

い
た
「
危
険
な
バ
ス
通
り
の
解
消
を
」
の
投
書
や

「
バ
ス
路
線
を
存
続
し
て
ほ
し
い
」
の
請
願
は
、

い
づ
れ
も
直
面
す
る
バ
ス
路
線
の
廃
線
に
よ
る
混
・

乱
と
被
害
を
訴
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
き
ご
ろ
、
市
街
道
路
網
を
都
か
ら
区
が
移
管

を
う
け
、
区
が
直
接
維
持
管
理
し
、
道
路
管
理
を

効
果
的
に
行
な
う
た
め
の
責
任
体
制
が
整
え
ら
れ

繭

㌧
『

ス
路
線
の
廃
止

　
　
て
、
こ
れ
か
ら
の
土
木
事
業
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

　
ま
し
た
が
、
こ
の
道
路
整
備
に
必
要
な
財
源
の
め

　
ど
が
つ
か
な
い
た
め
、
交
通
難
解
消
に
つ
い
て
の

　
住
民
の
要
望
に
沿
え
な
い
状
態
で
す
。

　
　
区
議
会
も
、
こ
の
き
び
し
い
交
通
事
情
の
回
復

　
を
願
い
、
当
面
応
急
的
な
交
通
難
防
止
策
と
並
行

　
し
て
、
将
来
の
恒
久
的
な
交
通
量
と
輸
送
の
需
要

　
に
対
応
し
た
、
計
画
の
実
施
を
強
く
要
望
し
て
き

　
ま
し
た
。

　
　
こ
の
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
当
然
バ

　
ス
路
線
廃
線
の
問
題
が
起
こ
る
前
に
、
そ
の
対
策

　
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
区

　
み
ず
か
ら
の
能
力
だ
け
で
、
解
決
で
き
な
い
財
源

　
の
裏
づ
け
や
、
用
地
取
得
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題

　
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
関
係
当
局
と
、
地
元

　
住
民
の
積
極
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。

　
　
い
づ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
交
通
難
解
決
の
施
策

　
と
努
力
が
、
住
民
の
要
望
に
応
え
る
大
切
な
政
治

　
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

写
真
は
、
祖
師
谷
大
蔵
の
商
店
街
で
。



5月1日世田谷区議会だより

●
一
般
会
計
当
初
・
補
正
第
一
次
・
国
民
健

康
保
険
事
業
・
中
小
企
業
事
業
資
金
・
用
品

会
計
予
算
（
賛
成
多
数
）

●
質
屋
事
業
・
職
員
厚
生
資
金
会
計
（
雑
賊
）

　
昭
和
4
1
年
度
の
各
会
計
予
算
案
は
、
3
月

7
日
に
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
、
区
議
会
と
し

て
は
こ
れ
を
審
議
す
る
た
め
、
四
十
二
人
か

ら
な
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
け
、
十
日
間

に
わ
た
っ
て
連
日
慎
重
な
る
審
議
が
続
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
区
畏
側
に
対
し
二
十
五
項
目

の
意
見
を
つ
け
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
意
見
の
お
も
な
も
の
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。

、
○
　
助
成
金
、
補
助
金
は
、
公
益
上
必
要
や

む
を
え
な
い
も
の
に
の
み
適
正
に
交
付
す
る

よ
う
検
討
す
る
こ
と
。

●昭和41年度一般会計予算く補正第一次を含む〉総翻1億6261万円

般
会
計
予
算
な
ど

　
　
　
　
三
十
五
件
が
可
決

O
　
玉
川
、
砧
の
区
民
会
館
建
設
は
、

実
現
す
る
こ
と
。

○
　
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、

営
を
は
か
り
、
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
、

早
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
率
的
な
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
童
館

な
ど
住
民
か
ら
の
要
望
の
強
い
も
の
は
、
積

極
的
に
予
算
を
組
む
こ
と
。

O
　
道
路
の
拡
幅
、
交
通
安
全
施
設
、
街
路

灯
、
公
衆
便
所
な
ど
、
都
市
施
設
の
整
備
充

実
並
び
に
管
理
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

・
O
　
P
T
A
の
負
担
解
消
に
つ
い
て
は
、
指

導
監
督
を
強
め
効
果
が
あ
が
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と

○
　
小
・
中
学
校
校
舎
の
新
増
改
築
費
に
つ

い
て
は
、
財
源
の
追
加
獲
得
に
努
め
る
と
と

も
に
、
建
築
単
価
の
引
き
上
げ
に
努
力
し
校

地
買
収
に
つ
い
て
も
促
進
す
る
こ
と
。

各
予
算
の
内
容
は
図
表
の
と
お
り
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1特別区税一59億1，966万円く73％〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　■国庫支出金一7億9，615万円く10％＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　3都支出金一4億3，429万円く5％〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　4諸収入一3億3，553万円く4％＞

　　　　　　　　歳入　　　　　 5その他＿6億7渇98万円く8％〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O特別区交付金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o繰入金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●繰越金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●使用料及手数料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●特別区債

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●予備費

●昭和41年度特別会計予算総額16伽ρ55万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　国民健康保険事業会計一14億4，186万円

　　　　　　　　　　　断叢灘罰

●
区
立
総
合
運
動
場
条
例
が
可
決
（
賛
成
全
員
）

　
区
民
の
健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
、
大
蔵
町
一
八
三
番
地
に
建
設
中
の

区
立
総
合
運
動
場
の
設
置
と
管
理
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
、
あ
わ
せ
て
完
成
し
た

体
育
館
の
使
用
料
等
に
つ
い
て
と
り
決
め
た

し

も
の
。
な
お
、
体
育
館
の
公
用
開
始
は
昭
和

41
年
6
月
2
1
日
の
予
定
。

●
国
保
条
例
の
［
部
が
改
正
（
賛
成
多
数
）

　
国
保
保
険
料
率
の
算
定
基
礎
と
な
っ
て
い

る
特
別
区
民
税
が
、
昨
年
の
特
別
区
税
条
例

の
改
正
に
よ
り
都
民
税
分
と
特
別
区
民
税
分

と
に
分
け
ら
れ
た
た
め
、
住
民
税
額
と
字
句

を
改
め
、
実
質
的
に
い
ま
ま
で
ど
お
り
の
料

率
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
措
置
を
講
ず
る
も
の
。

●
区
立
の
保
育
園
と
児
童
遊
園
が

　
　
　
　
新
設
（
賛
成
全
員
）

　
新
町
一
丁
目
一
五
二
番
地
に
新
町
保
育
園

が
設
け
ら
れ
、
太
子
堂
三
丁
目
一
番
三
〇
号

に
太
子
堂
児
童
遊
園
が
設
け
ら
れ
た
。

●
奨
学
資
金
の
一
部
が
増
額
（
賛
成
全
員
）

　
区
の
奨
学
資
金
の
う
ち
入
学
資
金
が
五
干

円
か
ら
八
千
円
に
増
額
さ
れ
た
。

●
支
所
庁
舎
会
館
建
設
基
金
条
例
が

　
　
　
　
廃
止
（
賛
成
全
員
）

　
玉
川
支
所
庁
舎
会
館
の
建
設
基
金
が
、
昭

和
4
1
年
度
一
般
会
計
予
算
に
繰
り
入
れ
ら
れ

た
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。
繰
入
額
一

億
六
、
八
八
○
万
九
千
円
。

●
職
員
の
給
与
条
例
一
一
件
が
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
都
一
般
職
員
の
給
与
が
、
人
事
委
員
会
の

勧
告
に
基
づ
い
て
改
正
さ
れ
る
の
で
、
区
職

員
も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
。
平
均
引

上
率
六
％
。

　
ま
た
、
従
来
労
働
慣
行
に
よ
り
行
な
わ
れ

て
い
た
一
連
の
給
与
か
ら
の
天
引
き
は
、
地

方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り
条
例
で
規
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た
め
、
貯
蓄
金
、

返
還
金
な
ど
明
確
に
条
例
化
し
た
も
の
。

　
　
昨
年
10
月
1
日
、
全
国
一
斉
に
行
な
わ

　
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
が
、
こ
の
3
月
総

　
理
府
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

鍛　　
そ
れ
を
見
ま
す
と
国
内
人
口
の
動
き
が

榊
戯
嗣
磯
赫
叡
期
榔
纏
魏

∞　
艦
灘
懸
冊
灘
継
郷

　∞
靴
媛
建
纏
響

●
職
員
の
旅
費
条
例
が
改
正
（
賛
成
多
数
）

　
区
職
員
が
公
務
の
た
め
出
張
す
る
場
合
の

車
賃
、
日
当
、
宿
泊
料
な
ど
を
、
国
、
都
と

同
様
に
改
正
す
る
も
の
。

●
区
職
員
の
定
数
条
例
が
改
正
（
賛
成
全
員
）

　
区
の
施
設
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
と
準
職
員

が
職
員
定
数
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

現
行
の
一
、
〇
六
九
人
を
一
、
二
八
二
人
に

改
め
る
も
の
。

●
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
る
条
例
の
一
部
改

正
十
三
件
が
可
決
（
賛
成
全
員
）

　
住
居
表
示
の
実
施
に
よ
り
施
設
の
位
置
、

名
称
、
区
域
等
の
表
示
を
変
更
す
る
も
の
は

次
の
二
十
四
施
設
で
す
。

（
磁
罐
朧
脚
雛
伽
携
艘
鱗
隷
駅
繍
）

　
世
田
谷
区
役
所
。
第
四
・
五
・
六
出
張
所
。

区
民
会
館
。
世
田
谷
福
祉
会
館
。
世
田
谷
図

書
館
。
郷
土
資
料
館
。
山
下
敬
老
会
館
。
世

田
谷
城
跡
・
山
下
・
山
下
西
公
園
。
桜
・
桜
、

丘
・
世
田
谷
・
城
山
小
学
校
。
桜
木
・
桜
丘

中
学
校
。
豪
徳
寺
保
育
園
。
桜
・
桜
丘
・
山

下
・
経
堂
・
世
田
谷
天
祖
神
社
児
童
遊
園
。

●
新
た
に
認
定
さ
れ
た
区
道
（
賛
成
全
員
）

所　　　在　　　地 延長（米）

松原5丁目757～762 80．00

松原4丁目1，052～1，053 125．00

赤堤1丁目2，169～2，173 124．50

豪徳寺2丁目1，081～1，082 143．00

野沢町2丁目123 87．77

桜丘3丁目2，887 88．00

祖師谷2丁目354 72．50

合　　　　計 720．77

“
陥
き
総
“
謝
鎌
唆
、
哩
噺
虚
寡
”
蔑
養
誘
議
酬
盟
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
榔
駝
幾
曇
鉛
鍔
扉
、
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
、
都
市
嚢
の
籏
間
に
合
≧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
、
都
心
区
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
　
宛

驚鯵継

睡蠣鹸鯵

纒蹴蘇

轄
騒
膨
ジ
顎
～
舜
篤
協

＼）

開
き
を
生
じ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　
と
く
に
本
区
は
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
特
殊
性
を
考
え
る
と
き
、
ゆ
が
ん
だ

生
活
環
境
を
整
備
し
、
住
み
よ
い
町
づ
く

り
へ
の
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が

ま
ず
必
要
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
進
め

る
の
に
必
要
な
財
源
は
積
極
的
に
確
保
す

る
一
方
、
今
後
の
区
行
政
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
さ
ら
に
検
討
を
く
わ
え
る
時
点
が

犠4灘誘鷺吻ぐ弼瑠辞燭fZ
2
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騰
穆
簾
畷

障
憤
。
．
囎
賭
樽

◆
　
覗
年
度
の
区
税
収
入
見
込
額
は
、
伸
長

率
低
調
で
あ
る
が
、
都
か
ら
の
財
政
調
整
交

付
金
は
確
保
で
き
る
か
。

（
羅
羅
鞭
灘
糠
羅

し
た
。
財
政
調
整
交
付
金
の
確
保
は
む
ず
か

し
い
が
、
住
民
福
祉
の
拡
充
の
た
め
、
あ
え

て
期
待
し
て
組
ん
だ
。

◆
　
庁
舎
会
館
、
出
張
所
の
不
燃
化
や
生
活

館
、
保
育
園
、
図
書
館
等
区
民
施
設
の
建
設

計
画
に
つ
い
て
、
財
政
措
置
は
心
配
な
い
か
。

1
出
張
所
不
燃
化
は
本
年
が
最
終
年
度
で
、

玉
川
支
所
庁
舎
会
館
を
含
め
実
現
し
た
い
。

生
活
館
の
起
偵
財
源
は
交
付
段
階
に
あ
る
。

保
育
園
は
さ
ら
に
財
政
の
許
す
限
り
建
設
し

た
い
。
図
書
館
は
本
所
北
部
に
設
置
し
た
い
。

◆
　
世
田
谷
区
の
将
来
計
画
い
か
ん
。

　
　
第
三
京
浜
、
東
名
道
、
中
央
道
な
ど
の

高
速
道
路
が
は
い
り
、
世
田
谷
は
東
京
の
西

玄
関
と
な
る
の
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
町

づ
く
り
を
す
べ
く
、
総
合
都
市
開
発
計
画
の

原
案
作
成
を
専
門
家
に
委
嘱
し
た
い
。

◆
　
老
朽
校
舎
及
び
プ
ー
ル
・
屋
内
体
育
館

未
保
有
校
と
校
地
狭
隆
校
の
解
消
方
針
は
。

ー
早
期
改
築
（
昭
和
4
5
年
目
途
）
・
設
置

に
一
層
の
努
力
を
し
た
い
。
校
地
狭
隆
校
に

つ
い
て
は
鋭
意
買
収
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、

校
舎
の
鉄
筋
化
や
プ
ー
ル
と
屋
体
の
併
設
な

ど
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
財
源
確
保
の
自
信
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
社
会
党
1

◆
　
当
初
予
算
に
計
上
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
自
信
あ
り
や
。

　
　
で
き
る
だ
け
確
保
に
努
力
し
た
い
。

◆
　
41
年
度
の
区
税
収
入
見
込
額
は
、
前
年

度
の
四
・
七
％
の
伸
び
で
、
こ
れ
は
都
の
二

十
三
区
財
政
収
入
見
込
額
の
伸
び
と
同
じ
で

あ
る
が
、
こ
れ
で
財
政
調
整
の
交
渉
を
ま
と

め
る
自
信
が
あ
る
か
。

　
　
都
区
間
の
大
枠
（
一
六
六
億
円
）
は
き

ま
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
投
資
的
新
規
事
業

費
（
一
六
二
億
円
）
な
ど
の
個
別
折
衝
が
残

っ
て
い
る
が
、
と
く
に
財
政
調
整
交
付
金
に

つ
い
て
は
何
と
か
獲
得
し
て
い
き
た
い
。

㊥
　
特
別
区
民
税
の
収
入
歩
合
（
九
六
・
六

％
）
は
、
物
価
高
な
ど
の
条
件
か
ら
見
込
み

ど
お
り
い
く
か
ど
う
か
。

ー
赤
字
財
政
に
は
な
ぢ
な
い
と
考
え
る
。

◆
　
4
1
年
度
の
予
算
は
、
都
の
区
財
政
締
め

つ
け
に
ょ
り
経
常
的
消
費
的
経
費
の
削
減
と

な
り
、
そ
れ
が
投
資
的
新
規
事
業
費
に
も
響

い
て
い
る
。
予
算
執
行
の
考
え
方
い
か
ん
。

　
　
予
算
執
行
は
あ
く
ま
で
効
率
的
に
、
で

き
る
だ
け
区
民
の
福
祉
に
寄
与
す
べ
き
と
考

え
る
。
と
に
か
く
二
十
三
区
の
行
政
水
準
の

格
差
に
問
題
が
あ
る
の
で
、
こ
の
解
消
に
努

力
し
た
い
。

圃
學
清
百
年

　
　
「
い
く
ら
経
費
を
か
け
て
も
少
し
も
効

　
果
が
あ
が
ら
な
い
も
の
に
、

　
う
考
え
で
ま
た
多
額
の
予
算
を
つ
ぎ
込
む

　
の
か
」
。

　
　
「
だ
ん
だ
ん
効
果
が
あ
が
り
つ
つ
あ
る

　
か
ら
、
い
ま
中
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
も
う
し
ば
ら
く
研
究
し
て
み
た
い
」
。

　
　
こ
れ
は
予
算
特
別
委
員
会
で
の
谷
沢
川

　
浄
化
装
置
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
の
一

　
　
問
題
の
浄
化
装
置
と
は
、

…
々
力
渓
谷
の
景
勝
を
守
ろ
う
と
、
昭
和
3
7

．
年
、
渓
谷
の
上
流
（
玉
川
中
町
一
丁
目
）

・
に
と
り
つ
け
た
も
の
。

　
　
こ
れ
で
く
さ
い
ド
ブ
川
が

，
せ
せ
ら
ぎ
に
生
れ
変
る
は
ず
で
、

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
小
企
業
融
資
制
度
は
再
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聾
－
公
盟
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
◆
　
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
制
度
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
融
資
方
法
、
預
託
条
件
な
ど
改
善
を
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
し
て
き
た
が
、
そ
の
あ
と
が
見
ら
れ
な
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
近
代
化
促
進
事
業
資
金
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
償
還
不
能
の
場
合
は
ど
う
か
。
昨
年
同
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
上
す
る
こ
と
は
軽
率
で
あ
り
再
考
を
要
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
託
方
法
は
金
融
機
関
と
も
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
議
し
て
い
る
。
未
回
収
の
貴
任
は
金
融
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
に
負
っ
て
い
た
だ
く
。
経
営
近
代
化
の
制

．
き
．
．
逮
　
、
．
螺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
費
用
を
投
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
効
果
が
あ
が
っ
て
い
な
い
」
「
あ
が
り
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
水
か
け
論
を
聞
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
け
で
は
ど
ち
ら
の
言
い
分
が
本
当
か
わ

　
　
　
一
体
ど
う
い
　
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
「
百
聞
は
一
見
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ず
」
と
現
地
に
行
っ
て
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
て
装
置
を
通
っ
た
水
は
と
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
臭
は
さ
ほ
ど
感
じ
な
い
が
、
沿
世
辞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
も
き
れ
い
に
澄
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
．
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ま
け
に
だ
れ
が
投
げ
捨
て
た
の
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
、
チ
リ
、
ア
ク
タ
が
み
ち
こ
ち
浮
い

　
　
　
　
　
　
コ
マ
。
　
て
、
こ
れ
で
は
公
徳
心
も
ヤ
リ
玉
に
あ
げ
榊

　
　
・
谷
沢
川
・
等
　
な
く
て
は
い
け
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
た
ん
失
わ
れ
た
「
清
澄
な
流
れ
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
間
の
手
で
と
り
戻
す
こ
と
は
む
ず
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
し
か
し
隅
田
川
で
さ
え
き
れ
い
に
な

　
　
　
・
き
れ
い
な
　
　
っ
て
き
た
と
い
う
昨
今
、
何
か
方
法
が
あ

　
　
　
　
　
い
ま
ま
　
　
り
そ
う
な
も
の
。
　
　
　
1
編
集
子
1

度
は
、
指
導
付
き
融
資
と
い
う
初
め
て
の
も

の
で
い
ろ
い
ろ
反
響
が
あ
る
が
、
今
後
理
解

を
よ
り
深
め
る
よ
う
内
容
改
善
に
つ
い
て
も

研
さ
ん
を
続
け
た
い
。

◆
　
区
外
あ
る
い
は
学
区
域
外
か
ら
の
越
境

入
学
に
つ
い
て
の
基
本
対
策
は
ど
う
か
。
ま

た
現
在
の
通
学
区
域
は
妥
当
な
も
の
と
は
い

え
な
い
。
こ
れ
を
早
急
に
検
討
し
改
正
す
ぺ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
学
区
域
の
改
正
は
む
ず
か
し
い
が
、
都

市
計
画
等
未
定
の
実
情
か
ら
、
不
便
さ
の
是

正
は
そ
の
地
点
、
地
点
で
行
政
指
導
に
つ
と

め
て
い
る
。
区
域
外
通
学
に
つ
い
て
は
、
教

育
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
支
障
な
い
よ
う
、

今
後
の
対
策
を
十
分
た
て
た
い
。

都
市
化
す
る
区
政
に
対
す
る
態
度
は

讐
ー
共
産
党
1

◆
　
世
田
谷
区
の
急
激
な
人
口
増
加
は
繁
栄

で
な
く
、
区
長
の
区
政
に
対
す
る
考
え
方
は
、

安
易
楽
観
的
で
あ
る
。
土
木
、
教
育
、
福
祉

等
の
行
政
施
設
は
こ
れ
に
追
い
つ
け
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　
　
人
口
増
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
起
き
て
い
る
現
象
で
あ
る
。
そ
の
受

け
入
れ
体
制
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
衆
知
を
集

め
て
対
策
を
た
て
た
い
。

◆
　
東
名
道
な
ど
の
高
速
道
路
が
は
い
る
こ

と
に
よ
り
、
世
田
谷
区
は
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
ど

こ
ろ
で
な
く
な
る
。
区
長
は
東
京
の
西
玄
関

に
な
る
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
玄
関
を
こ

し
ら
え
よ
う
と
す
る
の
か
。
各
町
々
の
玄
関

　
（
駅
前
付
近
）
の
整
備
こ
そ
大
事
で
な
い
か
。

ー
い
ま
ま
で
の
都
市
計
画
だ
け
で
は
不
十

分
な
の
で
、
世
田
谷
区
の
総
合
都
市
開
発
計

画
を
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
。
西
の
玄
関
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
各
町
々
の
玄
関
を
整
備

す
る
こ
と
は
同
感
で
あ
り
、
区
画
整
理
は
昨

年
か
ら
区
も
実
施
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

数
十
億
も
か
か
る
の
で
と
も
に
研
究
し
て
い

き
た
い
。
辮
薦蜷．

◆
　
学
校
記
念
事
業
、
行
事
・
式
典
に
伴
う

協
賛
会
の
寄
付
募
集
活
動
は
、
P
T
A
公
費

負
担
の
解
消
と
と
も
に
阻
止
で
き
な
い
か
。

　
　
学
校
長
、
P
T
A
に
対
し
、
今
後
と
も

趣
旨
を
十
分
徹
底
ざ
せ
た
い
。

◆
　
車
両
制
限
令
に
よ
る
バ
ス
規
制
路
線
は

本
年
七
月
限
り
で
廃
線
に
な
る
が
、
通
勤
等

の
足
の
確
保
を
ど
う
す
る
か
。

ー
バ
ス
路
線
制
限
に
つ
い
て
は
憂
慮
し
て

い
る
が
、
解
決
に
努
力
し
た
い
。
と
く
に
道

路
整
備
に
つ
い
て
は
、
最
大
限
に
区
費
を
投

入
し
て
い
る
。

◆
　
大
原
交
差
点
交
通
渋
滞
に
よ
る
自
動
車

排
気
ガ
ス
汚
染
（
国
の
調
査
結
果
）
か
ら
の

被
害
を
受
け
る
区
民
に
、
救
済
措
置
の
配
慮
、

保
健
衛
生
対
策
を
す
る
意
思
が
あ
る
か
。
ま

た
立
体
交
差
推
進
の
点
は
ど
う
か
。

ー
公
害
原
因
除
去
と
し
て
、
立
体
交
差
の

早
期
実
現
を
要
請
し
、
ま
た
住
民
の
健
康
診

断
な
ど
検
討
し
た
い
。

◆
　
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
三
大
公
園
、
と
く

に
玉
川
野
毛
町
公
園
を
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
計
画
か
。

t
公
園
の
現
実
条
件
に
即
応
し
、
専
門
家

の
意
見
を
徴
し
て
、
将
来
の
い
し
ず
え
と
な

る
総
合
計
画
を
た
て
対
処
し
た
い
。

◆
　
予
防
接
種
の
効
果
を
あ
げ
、
子
供
た
ち

に
恐
怖
心
を
起
こ
さ
せ
な
い
、
他
区
に
も
実

例
あ
る
「
ハ
イ
ゼ
ッ
タ
ー
」
（
針
の
な
い
注
射

器
）
の
積
極
的
使
用
の
考
え
は
な
い
か
。

ー
米
国
製
の
器
具
で
、
成
年
者
を
対
象
に

つ
く
ら
れ
た
経
過
か
ら
、
学
童
等
の
適
用
は

十
分
検
討
し
て
み
た
い
。

◆
　
宿
所
提
供
施
設
な
ど
老
弱
朽
建
物
の
改

築
計
画
は
あ
る
か
。

（
繍
罐
轍
難
鑑
鵡
駕
櫨
騰
舗
購
猫
）

　
　
こ
の
移
管
社
会
福
祉
施
設
の
改
善
は
、

二
十
三
特
別
区
共
同
処
理
の
問
題
も
あ
る
の

で
、
一
部
事
務
組
合
の
設
置
な
ど
抜
本
的
対

策
を
研
究
中
で
あ
る
。
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請
願
陳
情

　
3
月
2
8
日
の
第
［
回
区
議
会
定
例
会
で
、

請
願
三
十
四
件
が
各
委
員
会
の
審
査
を
終
わ

つ
て
つ
ぎ
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
ま
だ
審
査
を
終
わ
ら
な
い
も

の
、
新
し
く
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
、
あ
わ
せ
て
五
十
四
件
あ
り
ま
す
。

　
．
ー
”
謀
農
．
町
　
　
　
総
務
財
政
委
員
会

●
旧
鳥
山
小
学
校
跡
に
地
域
住
民
福
祉
の
総

合
会
館
建
設
の
請
願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、

　
願
意
を
十
分
尊
重
し
、
地
域
住
民
の
福
祉

　
に
沿
う
べ
き
公
の
施
設
の
建
設
に
努
力
す

　
る
Q

営
近
代
化
促
進
事
業
資
金
の
改
善
に
関
す
る

請
願
－
一
部
意
見
付
採
択
、
一
部
不
採
択
ー

●
千
歳
寮
の
増
改
築
に
関
す
る
請
願
－
採
択
ー

●
中
小
企
業
経
営
近
代
化
促
進
事
業
に
伴
う

長
期
融
資
に
関
す
る
請
願
　
三
件
－
採
択
1

●
年
末
生
活
補
給
金
支
給
に
関
す
る
請
願
－

不
採
択
1

　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

昏
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
経
済
委
員
会

●
世
田
谷
区
中
小
企
業
資
金
、
中
小
企
業
経

灘
あ
て
先
世
田
谷
四
ノ
ニ
一
ノ
ニ
七

肛下

－
導
塙
　
　
世
田
谷
区
議
会
霧
局

轡
　
灘
　
盤
吋
聰

㎜
側
溝
の
清
掃
は
区
の
責
任
で

一
家
の
前
を
流
れ
る
下
水
が
、
家
の
横
の
所

㎜
で
小
田
急
線
の
地
下
へ
流
れ
込
ん
で
お
り

…
ま
す
。
流
末
が
ど
の
様
に
処
理
さ
れ
て
い

…
る
の
か
流
れ
が
悪
く
、
月
二
回
以
上
も
付

皿
近
の
方
々
が
清
掃
に
当
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

…
私
は
勤
め
に
出
て
お
り
参
加
で
き
ず
、
皆

｛
様
の
御
努
力
を
申
し
わ
け
な
く
思
う
あ
ま

一
り
、
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
お
願
い
す
る

「　
次
第
で
す
。
清
掃
用
具
ま
で
共
同
購
入
し

て
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ほ
う
ぼ
う
の

　
下
水
が
流
れ
込
む
関
係
で
、
一
点
の
み
清

掃
し
て
も
無
理
と
思
い
ま
す
。
（
側
溝
工
事

…
を
良
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
も
希
望
で
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ド．／

町
二
七
八
番
地
付
近
）
1
採
択
1

●
砧
町
一
番
地
周
辺
の
排
水
整
備
に
関
す
る

請
願
－
採
択
ー

●
側
溝
の
改
修
に
つ
い
て
の
請
願
（
上
北
沢

ニ
ノ
四
九
一
）
ー
採
択
1

●
区
道
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
深
沢
町
ニ
ノ

三
四
）
1
採
択
1

●
公
道
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
松
原
三
ノ
四

二
ぽ
か
）
　
採
択
1

●
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
北
沢
四
ノ
一

二
）
1
採
択
ー

●
道
路
舗
装
に
関
す
る
請
願
（
代
沢
一
ノ
三

一
～
三
三
）
－
採
択
1

●
野
毛
公
園
整
備
促
進
に
関
す
る
請
願
－
意

見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
請
願
の
趣
旨
を
了
と
し
て
、
全

　
体
的
見
地
お
よ
び
条
件
よ
り
十
分
検
討
し
、

　
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
排
水
管
設
置
に
関
す
る
請
願
（
砧
町
二
二

九
番
地
付
近
）
1
採
択
1

●
高
速
道
路
の
三
軒
茶
屋
通
過
に
関
す
る
請

願
ー
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
請
願
の
趣
旨
に
沿
っ
て
努
力
す

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
委
員
会

●
千
歳
鳥
山
駅
周
辺
道
路
と
駅
前
広
場
整
備

等
に
つ
い
て
そ
の
早
期
実
現
す
る
請
願

－
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
鳥
山
周
辺
道
路
（
京
王
線
と
地
下
立
体
交

差
）
拡
幅
駅
前
広
場
整
備
等
に
関
す
る
請
願

－
不
採
択
1

　
（
理
由
）
現
状
に
お
い
て
実
施
は
困
難
で

　
あ
り
、
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
世
田
谷
区
玉
川
用
賀
町
三
丁
目
の
塵
埃
焼

却
場
建
設
に
反
対
す
る
請
願
卜
不
採
択
ー

　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
公
共
溝
渠
事
業
改
良
に
つ
い
て
請
願
（
砧

す
が
）
こ
の
様
な
場
合
区
で
や
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
、

個
人
の
負
担
は
如
何
な
も
の
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
宮
坂
ニ
ノ
ニ
一
番
三
号
小
笠
原
百
合
子
）

　
パ
ス
路
線
を
な
く
し
て
は
困
る

　
私
達
働
く
者
に
と
っ
て
は
、
毎
日
利
用

し
て
い
る
バ
ス
路
線
を
な
く
す
な
ど
、
と

序
で
も
な
い
こ
と
で
、
か
え
っ
て
バ
ス
の

運
行
回
数
を
増
し
て
欲
し
い
と
望
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
場
所
に
限
ら
ず
、
一
日
に
何

度
と
な
く
こ
の
様
な
場
所
は
歩
い
て
い
ま

す
。
都
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
事
で

す
。
　
　
　
（
祖
師
谷
住
宅
住
人
）

　
　
投
書
を
お
っ
て

　
〃
ひ
ろ
ば
”
に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
は
、
道
路
と
側
溝

に
関
係
す
る
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で
、
小
笠
原
さ
ん

の
投
書
を
持
っ
て
土
木
部
に
対
策
を
聞
い
て
見
た
。

　
要
望
の
第
一
は
、
区
が
管
理
す
る
側
溝
は
、
区
で

清
掃
し
て
ほ
し
い
と
言
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い

為．

　～

　き

ρ

　
　
　
、
臼
　

・
㍉
　
　
　
　
文
教
委
員
会

　
●
給
田
地
区
に
中
学
校
用
地
確
保
に
つ
い
て

　
の
請
願
－
意
見
付
採
択
1

　
　
（
意
見
）
願
意
に
つ
い
て
は
了
承
す
る
が
、

　
　
こ
の
学
区
域
の
中
学
校
用
地
確
保
に
つ
い

　
　
て
は
十
分
検
討
し
て
進
め
た
い
。

　
●
山
野
小
学
校
校
舎
増
築
に
関
す
る
請
願
－

採
択
1

　
●
学
校
給
食
パ
ン
用
パ
ン
箱
購
入
に
つ
い
て

　
の
請
願
－
不
採
択
1

て
は
、
「
世
田
谷
区
内
の
側
溝
整
備
は
、
41
年
度
一
億
一

円
を
投
じ
て
、
新
設
・
改
良
に
あ
た
る
。
こ
れ
で
も
　
一

ま
だ
、
三
〇
％
以
上
が
残
る
。
側
溝
の
敷
設
に
追
わ

れ
、
清
掃
が
遅
れ
て
い
る
が
、
本
年
は
竣
漂
（
錆
，

）
｝

の
予
算
も
計
上
さ
れ
、
定
期
的
に
巡
回
し
清
掃
し
た

い
。
」
と
の
こ
と
、
是
非
そ
う
願
い
た
い
も
の
。
　
　
　
㎜

　
第
二
は
、
在
来
下
水
に
ほ
う
ぼ
う
の
側
溝
が
継
が

れ
た
た
め
、
豪
雨
な
ど
に
よ
り
下
水
が
隆
れ
る
。
流
　
㎜

末
処
理
の
心
配
が
起
ら
な
い
よ
う
願
い
た
い
。
と
言
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
　
「
間
題
の
箇
所

は
、
宮
坂
二
丁
旦
二
⊥
二
号
付
近
三
〇
世
帯
で
、
　
～

数
本
の
側
溝
が
一
本
の
下
水
に
集
め
ら
れ
、
小
田
急
　
皿

線
を
横
断
す
る
暗
渠
を
通
し
て
鳥
山
川
に
落
さ
れ
る
。
。
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

こ
の
暗
渠
の
口
径
が
小
さ
く
集
中
豪
雨
の
際
流
れ
込

み
を
処
理
で
き
な
い
。
暗
渠
改
修
は
小
田
急
線
構
内

（
電
車
車
庫
）
で
多
額
の
費
用
と
用
地
の
問
題
な
ど

難
点
が
多
い
、
そ
こ
で
、
別
な
計
画
を
立
て
た
が
、

設
計
（
勾
配
な
ど
）
が
困
難
だ
。
本
格
的
な
改
良
下
　
い

水
道
の
早
期
実
現
に
努
力
し
、
改
善
を
は
か
り
た
い
。
」
一

と
の
話
し
。

　
い
つ
出
来
る
か
わ
か
ら
な
い
下
水
道
を
あ
て
こ
む

よ
り
、
災
害
が
起
こ
る
か
も
知
れ
な
い
と
こ
ろ
は
、
　
…

積
極
的
な
改
修
を
進
め
る
ぺ
き
で
は
な
い
か
と
強
く

要
望
し
て
お
い
た
。

　
（
理
由
）
願
意
に
沿
い
が
た
い
。

●
区
立
中
学
校
設
備
、
補
修
、
整
備
等
に
関

す
る
請
願
－
取
下
承
認
1

●
世
田
谷
区
立
幼
稚
園
設
置
に
対
す
る
請
願

ー
採
択
1

●
砧
小
学
校
校
舎
増
改
築
早
期
実
施
方
に
つ

い
て
の
請
願
－
採
択
1

●
世
田
谷
区
内
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
非
常

勤
講
師
の
教
師
と
し
て
の
生
活
を
守
る
た
め

の
具
体
的
措
置
に
関
す
る
講
願
－
意
見
付
採

択
1
　
（
意
見
）
都
に
改
善
措
置
を
要
講
し
実
情

　
を
十
分
に
検
討
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

　
し
た
い
。

●
時
間
講
師
の
処
置
に
つ
い
て
講
願
－
意
見

付
採
択
ー

　
（
意
見
）
都
に
改
善
措
置
を
要
請
し
実
情

　
を
十
分
に
検
討
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力

　
す
る
。

●
養
護
学
園
勤
務
教
員
の
旅
費
増
額
に
つ
い

て
請
願
－
意
見
付
採
択
ー

　
（
意
見
）
養
護
学
園
勤
務
の
特
殊
性
を
十

　
分
配
慮
し
て
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
事
務
主
事
補
の
増
員
に
つ
い
て
請
願
－
意

見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
事
務
主
事
補
の
増
員
に
つ
い
て

　
は
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
修
学
旅
行
引
率
費
の
増
額
に
つ
い
て
請
願

－
意
見
付
採
択
i

　
（
意
見
）
都
に
対
し
て
改
善
措
置
を
講
ず

　
る
よ
う
努
力
す
る
。

●
学
校
事
務
職
員
の
時
問
外
手
当
増
額
に
つ

い
て
請
願
－
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
警
備
員
お
よ
び
事
務
補
助
員
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
請
願
ー
意
見
付
採
択
1

　
（
意
見
）
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。

●
栄
養
士
の
増
員
に
つ
い
て
請
願
－
採
択
ー

4

○

）

。
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